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1.上 日英靖 (大同工大)spread relatiOnについて

"=“l~“2(“L“ 2はIZI<∞で劣調和,“ は非定数)に

対して,

とする.こ のとき,次 のことが成立する :

f(2)一S(2)。eAla,g(z)一U(e2/り.

但 し,たは自然数かつ A(2),S(2),U(2)は 整函数で,
ある定数 cに対して,

S(U(z))一 eC・P(h(zり ),

■(U(2))=Q(h(zり)一c

なる関係式を満たさねばならない。

なお,、Lの定理におぃて,P(ん(o))キ0という条件は除

けないことを注意しておきたぃ。    |

|.戸 田暢茂 (名工大)T(7)～ T(2r)な る関数系につ

いて

f一(f。,fち ..。,fπ)(n≧ 1)を lzl<∞ での超越的な

関数系,T(7)(一 T(γ,f))を その特性関数,Xを fO,

fl, .̈,f方の (c―係数の 1次結合 (≒0)で 一般位置にあ

るものの集まりとする。このとき,T(7)～ T(27)なる整

関の,Haymanに よる特徴づけ (Acta Math,141)の有理

形関数への拡張を含めて,T(7)～ T(27)なる関数系の特

徴づけをValirOn(C.R.230)による
“Crdssance"騨lねre"

淫 醜 ∵ ゞ勝 諦 :・II:III蹂 た糧 1聾 |

て報告する。また,T(r)～ T(2r)なる有理形関数では,
δ(ω)>0な るりは漸近値であるが,こ の拡張についても

述べる.

4.吹 甲信之 (東工大
。理)On subadditivity problem

of analytic capacity

互に素な有界閉集合 El,E2に つぃて,そ れらの anal―

ytic capactyに関する不等式

γ(ElU E2)≦C(γ(El)+γ(E2))

の真偽が問題となっている。ここではとくにEl,E2が

共に連続体の場合,c-1と して上の不等式が成立するこ

とを示す.

証明には (対数)容 量に関するつぎの極値問題の解を

利用する。

F一 {ノ|ノ(z)一z+α1/z+…}

を正規化された単葉函数の族とするとき,ノによるEl,

E2の像の容量の和が最小になるのはノが同じ直線上にあ

るradial sl■mappingの場合である。

5。大竹博巳 (京大 。理)極値擬等角写像の持ち上げに
ついて

Riemann面上の (境界に関して互いにホモ トープな擬

N ( γ,■) =

T ( γ,・) =

“(γθ̀
θ
)da

“+ ) +Ⅳ( r , . 2 ) ,

麺
れ

ρ~h乳∫Чp 10g

μ一littinf 10g

T (r,  u)/ lw r,

T (r,  u)/ lw r,

δ(∞,a)-1-1嗅∫up N(r,22)/T(r,2),

E(7, a)一{θ; “(γθつ>0}

とおく。Baernsteinはmeas E(γ,a)に ついて次の結果
―spread relatiOn―を得た。「μ<∞ ,δ (∞,“)>0な ら

ば'h乳∫叩mms Iらか面n{チJ「1(2≒井⊇)イ,
2π}」これに関連して,次の結果を報告する。
定理1.μ<∞ ,δ (∞,“)>0と する。αをα>μ およ

び÷血J(7)′ <″揃た妊意妊数とす
ると.

bg dens{弓mms駅らか÷J「1(り )曖}
>1-争.
定理2.ρ<∞,δ(∞,2)>0とする。αをα>ρおよび

÷sin-1(蛍畢■ユ)И<ンを満たす任意の正数とすると
log denl{γ;meas E(ヶ,a)>+sin-1(主号型2)t/2}>

1-争.

2.上 部博信 (京教大)FactorizatiOn of certain,

perlodic, entire functions

ある種の周期整函数の,合 成を演算とした,分 解の一

意性に関する結果について述べる.ま た, これに関連し

て,次 の結果も合わせて報告したい。

定理.P(2),Q(z),ん (2)を次の条件を満たす整函数

とする;即 ち,位数ρ[P(h(e2))]<∞かつ下位数ρ[Q(h

(e2,)]<∞で,P(h(2))は位数が互いに素な零点を持ち,
P(h(0))キoとする。そして,周 期整函数

F(2)=P(h(eっ)。exp[Q(h(e2))]

を考え,こ れが

F(2)=f(g(2))

のように,一 次でない整函数 f(2),巌(z)に 分解された

-  1  -



等角写像の族の中で)極 値的な擬等角写像の被覆面
への

持ち上げの極値性については,Blurnの結果,Strebelの

例,以 外殆ど解っていない。本講演では,こ の問題に関

し次のような結果を報告したい。

定理.Rを 普遍被覆面が単位円であるようなRiemam   8.瀧 りll信正 (岡山理大)Weierstrass points on

面,Rを ,被 覆変換群が有限生成 Abel群であるような,  COmpact Riemam surfaces with ncDntri宙
ai

Rの 正規被覆面とする時,R上 の任意の極値擬等角写像  autOmorphisms

の R~への持ち上げは極値的である.           位 数 ρ(奇素数)の自己同型群 (h)を持つような種数 g

系.R, Rを 上記のもの`T(R),T(R)を それぞれ,   ≧ 3の コン
パクトなリーマン面 Sを 考える。 hは T>0

(R,id),(R,id)を 始点とするTeichmiiller空間とすれ  個 の不動点を持つとしまた商空間 S/(h)の種数
は0と仮

ば,T(R)の T(R)へ の自然な埋め込みは Teichm通ller距  定 する。このときS/(h)は有理函数体
C(π)と同型で,

Sは それの P次 の巡回拡大体と考えられる。このような離を不変にする。

リーマン面 Sは {tι}を未知数とみた連立方程式

6.佐 官謙― (阪市大 。理)フ ックス群とコンパテイブ

ルな極値擬等角写像について

Gを Fuchs群 ,σ を実直線 nの G不 変閉部分集合で

3点 以上含むものとする。上半平面 びの擬等角自己同型

ノで Gと COmpatiもleなものに対し,そ のようなgで ,さ

らにglσ一∫lσをみたすものの全体をF(G,∫,σ)であらわ

す。F(G,∫,σ)に属す写像の cO面plex■latatbnのノルム

の下限をλ(G,ノ,σ)で あらわす。υ上正則, integrable

で R σヽ上まで連続に拡張され,そ こでrealな関数の全体

を■(1,σ)で あらわす。次の結果等を述べたい。

Gを 第二種 Fuchs群 ,δをRと Gの 不連続領域の共通

部分に含まれる閉 Jordan弧,σ一∪γ(δ), γ∈Gと する.

(1)任意の ん,0<λ <1に 対した(G,二σ)一ん(1,∫,σ)=λ

となるノが存在する。(2)|1 0GIA(1,σ)‖-1,こ こにOc(9)

は 夕の Poincar6級数。(3)Gが 有限生成 nOn_elementary

とすると,任 意のた,0<λ <1と 任意の C, 0<ε <た に

対した(G,g,σ)=λ,λ (c,g,A(G))<ε となるgが 存在す

る。

7.佐 藤宏樹 (静岡 。理)Uniformization of Riema

nn surfaces with nodes

l.Gο を固定したショットキ
ー群,Σ οをGoに関する

固定したbasic system of Jordan curvesとする。このと

き次の結果を得る。

定理1.Sを genus gのnodesもちの閉リ
ーマン面とし,

Σ を条件 (A)(講演中に述べる)をみたし,Σ oと compa―

tibieなS上 の basic system ol loops and nodesとする。

このときSを表わすaugmentedSchottky spact e:(5。)
の点 τが存在する。

2.Interchangeをほどこすことにより, 一般に次の結

果を得る。

定理2.Sを genus gのnodesもちの閉り
ニマン面とす

る。このときあるショットキイ群 G6に 関するbasic sys

tem Of JOrdan currbs Σ6と Sを 表わす augmented schot

tky space C:(Σ 6)の点 τが存在する。

(1),lα″,′二P(nι+1),a"―([ヴ/ρ]+1)ρ一ガ

(1<j,ブ≪p-1)

の非負なる整数解で特徴づけられる,た だしntはもち

ろんいくつかの条件を満さねばならない。T>4の ときh

の不動点はみなワイヤストラス点である(Lewittes)が,

そのようなワイヤストラス点での空隙値列が{nι}により

明白に表現される.さ らに種数 gを固定した場合(1)の特

殊な整数解により特別な性質を持ったリ
ーマン面を特徴

づけることが出来る。

9.辻  良 平 (東京理大)種数 3と 4の リ
ーマン面の表

現について

種数3または4の一般の閉リ
ーマン面を代数関数バκ,

y)-0の 定義域として表現するには,Weierstrass点での

出現数を使う方法と,Noetherの 定理による.第
一種微分

のベキの間に存在する関係を使う方法との 2種 が考えら

れる。ここでは,それぞれの表し方と,リ
ーマン面の mo―

duhとの関係について述べ, 付随して得られたいくつか

の結果についても報告する.な お時間があれば種数 4の

閉リーマン面や,境 界付き有限リ
ーマン面の自己等角写

像の数についても触れたい。

10。柴 雅 和 (京大。理)有限型 Riemann面 の解析写像

ROIよ種数 g(>1)の 閉 Riemann面, Tは torus,Cは

Riemam球 面とする。ρl,p」,… ,pg lをR。上の相異な

る(g-1)個の点とし,R=ROヽ {ρl,p2,・
・°,ρg l}とお

く。また準同型 η:Hl(RO)→Hl(T)が与えられていると

する.

このとき,次 のような函数 H(p,q)の 存在と構成とに

関する報告をしたい.

(1)R。上の因子 ″′2・
・・pg lが特殊でないような任

- 2 -



意のP∈ Rを とゅるたびに,ィ (P,9)は|の函数として

R、{ρ}からTの 上への解析写像を与える。しかも,こ の

″(p,9)は予め与えたηをひきおこす。

(2)因 子 9ρ122…ρg_1が特殊ではないような任意の。こ

Rを とめるごとに,pの 面数としては,H(p,q)は Rヽ

{qlからOの上への一じつはR。からOの上への一解析
写像を与える。またこの際,被 覆葉数は 2gをこえない。

11.米谷文男(京都工繊大。短大)Green,Neumani関

数の擬等角変形による変分公式

複素パラメーター t atl<1)を持つ擬等角同値な Rie―

mann面の族 Rtを 考える。JtをR。からRtへ の擬等角写

像,2,ζ をRO,Rt上の局所変数として,Jtの Beltrami係

数μ(2,サ)が次の条件を満たすものとする.

μ( z , , )はtに関し正貝1 , lμ ( 2 , t )は有界可測,μ ( z , o )

=0で ある。この時 Rt上の種々の関数,微 分は tと共に

どのように動くであろうか。最近 Guerreroは擬等角変

形によるGreen関数の変分公式をfinite bOrdered Riem―

ann面上で与え,一般の面上での成立如何を問うている。

例潤∴ 変分公式 ;最農帆 リ
ー
千 ∬〆
動 ζO凛

dzd2(gちはJt(α)に極を持つ Rt上の Green関数, μの台
はコンパクトでα,bを含まず。)は一般の面上で成立する。

又,Robin定数,Neumann関 数に関する変分公式も得られ

る。これはある種の境界挙動を持つ有理型微分に対して

成立する変分公式から導びかれる.被 覆面上分岐点が正

則に動く変形は上のμで扱える一つの例である。

12.田頭英敏 (北大。理)Harnackの 距離の完備性につ

いて

Riemann tt Rの2点 z,りに対し

d(2,ω)-log hf{c;c~lυ (2)≦υ(ω)≦cυ(2),

∀υ∈″P(R)}

によって定義されるHarnackの擬距離を考える。今,そ

れが真の距離となるかどうかは一応おくとして,如 何な

る場合に完備となり得るかを調べる.

Br(20)~{z∈R;J(20,2)≦γ}

を, 2。∈R中 心,半 径 rの閉球とする。これが常にコン

パクトになるのはRが どんな面である時か,と いう形で
この問題を取り扱う。

命題.Rが 理想境界成分を2個以上持つならば,閉 球
B7(20)は常にコンパクトになる。

この系として,0″P-Ocに 属するRiemann面は regular

であるという,Myrbergの 結果が導かれる。

R∈θ.Pならば,明 らかに Br(Zo)は R全 体と一致する

ので noncompactになるが,この自明な場合以外に,果 た

して B7(ZO)が,noncompactとなる場合があるのかとぃ

うことに関しては,

命題.R∈ OiP∩OHBならば,B7(20)に常にnoncOmpa―

ctになる。

13.山岡深幸(阪大。理)On the finite solvability

of Plateau's problettn fOr extre■ne curves

Plateau問題に関して今なお残されている最も重要な問

題のひとつである 「解の個数」について得られた結果を

述べる。

Dを E2の単位開円板とし,1をE3の閉曲線 γを境界値
にもつ Dか らE3の中へのはめこみとする。このとき, ∫
と同じ境界値をもちノに十分近い任意の曲面 hは,

F(ェ “)=ノ十“N(ノ)

(NIJ)はノの normal ield,uは境界値 0の実函数)と 一

意的に表わせる。そこで,

×F夕(∫,a)ldxdy

と定義すれば,次 の定理が成り立つ.

定理.γは E3内の C4+α(0<α<1)級 regular extreme

」ordan curveとする。このとき,E十(γ):~{∫ :γに文寸す

るPlateau問題の embedded sOlutiOnであって,β 1/)≧0}

は有限集合である.

14.松岡長―郎 (京大 ・理)″
∞
(R)の shilov境界にお

けるディレクレ問題につぃて

リーマン面 R∈OAB上の有界正則函数環 H∞(R)はバナ

ッハ環をなし,そ の双対空間の中の state space はコン

パクト凸集台をなす。その上に台を持つ表現測度の間の

ショケー順序を考察して吾々は次の結果を得た。R上 の

点Pに対しシロフ境界 Sを 台に持つ,Pの 表現測度 (擬調

鶉 |]鱗 γ

難 亀 Я 文

的に拡張出来,更 にその上でg自身と一致する.即 ち,
シロフ境界上のディリクレ問題はこの意味で常に可解で

ある。しかし,平面領域においてさえ,P∈ Rに対する擬

調和測度は一般に一意でない。吾々の結果は H∞(R)の部

帆
　
＞

‐Ｆ
Ｄ
飢

ｒ
、
Ｊ

Ａ

一一　

現

の
　
一

帆

０

Ａ

　

β
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分環にも適用し得る。特に平面領域 Dの A(D)に 関
する

考察から,或 る種の Dで は,∂ D上 の調和測度と擬調和

測度が絶対不連続となっている。興味深い現象である。

15。松岡長―郎 (京大 ・理)H∞ (D){D⊂Cn(n≧,}の

Shilov境界におけるディリクレ問題について

任意の開リーマン面 (Cθハめ に対 し,シ ロフ境界

上に,擬調和測度 Q(z,)dν があり境界上の Dirichlet問

題はその積分で与えられる。これは筆者の得た結果であ

るが,そ こで用いた手法は,Cn内 の領域 Dに 対しても,

そのまま敷行される。
一般化された結果は次のようであ

る。即ち,″
∞
(D)(nOntrivialとする。)の シロフ境界 S上

に,擬 調和測度 Q(2,)dν (2∈D)が あり,Q(z,)dν は

各 Z∈Dに 対し″
∞
(D)の表現測度である。任意の g∈CR

Oに 対し ∫
gQに 海月よ吐 有界調和であ%Ch“ “t

境界にまで連続的に拡張出来る。更にg自身とその上で

一致する。

16。原  優 (名城大 。理工)On Gamelirs COnstan

ts

リーマン面 R上 の有界正則関数全体をfr∞(R)とする。

自然数 nと正数δに対して,次 の条件を満たす定数 cの

下限 CR(れ,δ)を Gamelinl、conStantsと呼ぶ :ノ1, 。̈,ノn

″¶R)が(1)|ん|≦1(1≦i≦n),0)日脇12≧δ,の2条

件を満たせば(→Σんgメ=1,(b)lgノ|≦C(1≦j≦n),の 2

条件を満たす gl,‥。,gn∈ H∞(R)が有在する。

CarlesonはRが 単位円板のとき,Gamelinは Rが 有限

連結平面領域のとき,CR(2,δ)<+∞ を示した。ここで

は Rが finite borderedリーマン面 賣の内部のときCR(π,

δ)<十 ∞ となることを報告する。

この応用として COrona定理の成り立つ infinite genus

の Parreau―Widom型 リーマン面を構成できる(Parreau

―Widom型リーマン面でもcorOna定理が成り立たない例

がある(中井))。 これは corOna定理の成り立つ自明でな

い infinite genusのリーマン面の初めての例と思う。

17.相川弘明(学習院大。理)半 空間における非負の優

田和関数の無限遠点における挙動について

半半空間を'={(■1,… ,χP);πl>0}と するとD上 の

非負の優調和関数“は,c≧ 0,D及 び ∂D上 の測度μ,

νによって次の形に表わされる.

I→―cxllLGI伴維χ脚o,

ただしG(y,■)は Dの Green関数である。ここで{“(■)

一c■1}/■1,{“(■)一cπl}/lχlがそれぞれ適当な除外集合

を除けばレ|→∞ のとき 0に 収束することが,Lelong一

Ferrand,Ess6nと J acksonによって示されている。 この

2つ の結果を統
一的に扱い次の結果を得た。

0<a≦ 1で あるaに 対して,lπl→∞,“∈D Eヽの とき

{“(・)一c・1}/(■'|“1l a)→0, ここに Eは a=0, 1の

ときそれぞれ対応する上の除外集合と
一致する除外集合

である。

18.山本裕陸 (高知大 。理),次 の極値的距離に対す

る零集合について

R″(N≧3)における,次 (p>1)の 極値的距離に対する

零集合をVaisalaに従い NEDP集 合と呼ぶ。Eは コン
パ

クト集合,Gは Eを 含む有界領域とし,G一 E上 の p―

prec'seな関数πで,

L」7d卜気7%7の山=0

を満す関数族をffDP(G―E)で表す.ここで9は C∞(G―

E)に入り,∂Gの 近くで0と なり,1791∈LP(G一Elを

満す任意な関数である。この講演では次のことが同値な

ことを報告する.

(1)Eは NEDP集 合である.

(2){∞ }の近傍で0と なるEC上 の任意な2-preC'Sθ

関数 υに対して

∫Ecttd“=0(j-1_″".
(3)Eは 闘rに 関して除去可能である.

19。前田文之 (広大 。理)調 和空間の半線形摂動に関

する Dirichlet問題

(X,″)をBauerの調和空間とし,Rを 局所的に連続優調

和関数の差で表される関数の sheaf,Lを Rの measure

representationとする。 局所的にLの 像になる測度の

sheafをMLで 表し,一 つの sheaf morphism F:R→ML

を与えて,″ をFに よって摂動した構造″
F:″F(υ

)=

{“∈R(UllL“十F“=0}を 考える。 Fは 単調かつ局所リ

プシッツ条件をみたし,Xは P―setで JげxS>0と なる

有界優調和関数 Sが 存在すると仮定すると,Xの 任意の

コンパクト化 χ・に対し″
Fに
関してPerron―Brelot式の

Dirichlet問題を論ずることが出来る.こ こでは,″ に関

して可解な境界関数が″
Fに
関しても可解になるための

Fに 対する条件について考察する。
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20。洪 妊 植 (日大 。理工)Green関 数を核とする第

1種積分方程式

なめらかな曲線でかこまれた領域 Dを 考える.同次境

界条件α“一b(∂“/∂π)に対するLaplace作用素の Gneen

関数をG(■,y;ξ,η)とする。ノ(■,y)を境界をもふくめ

てc2級の関数とし,第 1種 Fredh01m積分方程式

∫LGにぉ初燎初置̈一んの
を考える。θをα//α

2+ら2_cos θ
, ら//α
2+b2_sin θの

ようにとる。境界上に密度が

一
(1/2π)sin θ{ノ(χ,y)cos θ―慶ソ(π,y)/∂π〕sin θ}

となるような一重層,お よびモメントが

(1/2π)cOs θ{∫(■,y)Cos θ―〔ar(.,y)/∂"〕sin θ}

であるような二重層をおく.与 えられた積分方程式の解

は ―△∫(χ,y)+上 記一重層および二重層の和である。

21.多 田俊政 (大同工大)Picard原 理における境界

Harnack原理の役割

Pを Ω:0<lzl<1上 の密度とする.Ω の部分領域Ωα
:0<lzl<α(0<α≦1),Ωα内の完閉集合 K,Pの 方程式

Lu=(△ ―P)u=o(又 は,そ の補助方程式 tυ≡△υ+27

log e・7υ=o(θは P一 単位)), に対しΩα上の L“-0(又

はLじ=0)の 有界な解に関するKの Harnack定数をC(K,

Ωα, L)(又 は C(K,Ω α,L))と 言己すことにする。 各 α∈

(0,1]に対し, z=0と lzl=αを分離するΩα内の」ordan

曲線 Kαが存在して C(Kα,Ωα,L)-0(1)(又は C(Kα,Ωの

L)=0(1))(α→0)を満たすとき,z=0に おいて L(又 は

L)に関する境界 Harnack原理が成立すると言うことにす

る。C(K,Ωα,L)の 適当な評価により得られる次の2定

理を報告する :

定理 1.z-0に おける次の 4つ の原理はすべて同値で

ある :P(又 は L)に関するPicard原理 (又は Riemannの

定理),L(又 は L)に関する境界 Hamack原 理.

定理 2.z=0に おいて Pたard原理が成立するΩ上の

回転不変密度 Pに 対し,Ω tt P(2)≦Q(2)≦P(2)+C/

lz12(c>0)を満たすΩ上の一般密度 Qに 関するPたard

原理が z-0に おいて成立する。

22.渡 辺ヒサ子 (お茶水女子大 。理)関 数核の掃散に

ついて

Gは 正の連続な関数核とする。Gが 優越原理を満足し

どんな開集合もnOnnegligibb集合ならば,μ∈MIの non―

negligible compact集合Fへ のGに 関する掃散が可能であ

ることはよく知られている。Gが 完全最大値の原理を満

足するとき, どんなσ∈Mlに 対してもこαが無限遠点で

は0に なるという条件のもとで,μ∈Mlの cOmpactとは

限らない閉集合への核Gに 関する掃散が可能であること

をHahn_Banachの定理を使って証明する。また,Gが 優

越原理を満足する場合の閉集合への掃散についても考え

る。

23.二 宮信幸 (阪市大 。理)対 数ポテンシャルにおけ

る掃散定数について

平面上の対数ポテンシャル

∪賀め一∫喘ごμ0
は次の形で掃散の原理をみたしている。Fが 対数容量正

1胸
警 悪    瞳

いて Uμ
′
(p)一Uμ(P)+γ,他では ≦,となる。定数γが

消えるかどうかが問題である.例 えば,Fが 有界領域の

補集合であるような場合にはよく知られているように消

えるが,一 般には分らない.そ こで無限遠で efiにとい

う概念を設けることによって,Fが 無限遠で nOn_eJH。

であるならば定数 γは常に消えることを示そう。

特 別  講  演

谷口雅彦 (京大 `理)on the geOmetrical struc_

ture of Abelian differentia18 0n COmpact Riemann

surfaces

いわゆるJenhns―Strebelの定理 (幾何学的解釈)は ,

閉リーマン面 R上 に与えられた homotOpically independe―

ntな単純閉曲線の有限族 C一 {`じ}Llと正値ベクトルm∈

RIに対し,R上 の正則二次微分cが 正数因子を除き一意

的に対応することを示している(げ [1])。かかるcを R

上の Cと mに 対するJ―S微 分(または,Strebel form)

といい,その水平軌道の族が Rの 二重連結領域への分割

を与えるという幾何学的特徴をもつ.こ の特徴を利用す

ることにより,J_S微 分は種々の問題に有用な手段を与

える。たとえば有限型リーマン面の自己等角写像の考察

や,Teichmtter空間上の計量の研究等において,既 にい

くつかの応用例が得られている(cJ.E2],E3],14])。また近

年,R_Lの 正則二次微分の水平軌道族から得られる幾可
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学的構造の集合が,(等角構造をおとせば)面easured foli―

atiOnsという概念と同じものであることが示され,新 た

な展開をみせている(cJ.[5],い])。ここでは R上 の Abel

微分に対し,幾 何学的観点からの考察を加えたい。議論

は第二種微分まで合めることができるが,以 下では簡単

のため原則として正則微分に限ることにする。

まず固定された R上 の正則微分に対しては,そ の幾何

学的構造と,周期との関係が問題になるが,今 CA(R)を

R上 の正則微分でその二乗がJ―S微 分であるもの全体の

集合とするとき,次 の結果は基本的である。

定理.R上 の正則微分θに対し, θの周期の虚部全体

の集合が実数内で discreteならばθは CA(R)に 属する.

これは既にAccolaによりeXtremal lengthの問題に利

用されている(17])が,任 意の 1-cycleに対する正則周期

再生微分が CA(R)に 属することや,CA(R)が 正則微分

全体のなす空間の中で denseであることなどが,こ の定

理から容易に導かれる。「方定理の仮定を満たさないよ

うなCA(R)の 元を構成することは可能だから,逆 は成

り立たない。

なお,異 なる(位相的には同じの)閉リ
ーマン面上では

正則微分の幾何学的構造は同じ周期をもつとしても
■
雌

に等しくならない。固定された1-cycleに対する正貝J再

生微分についても同様である。 そこで Teichmtter空間

での Abel微分の幾可学的構造の変化を考えよう。

まず Rに 対するTeichmJbr空 間 Tg(gは Rの 種数)

上での正則微分の連続性の
一つとして,Dirichletノルム

に関する連続性が考えられる。これを計量的連続性と呼

ぶことにすれば,CA(R)の 元に対しては更に,Tg上 での

幾何学的連続性と呼べるものが定義できる。これら二
つ

の連続性の関係として,次 の結果がある(cJ.18],19]).

定理。Tg上 で Rπが R。に収束するとし,各πに対し

CA(R2)の 元θπをとる。またCを θ:に対応する単純閉

曲線族とする。今,

1)θ“が θ。に計量的に収束し。

2)各 πと各ct∈Cに 対し,θ2の c`周期は実数とする

と,θ.は θ。に幾可学的に収束する。

なお,か かる定理はいわゆるaurented Teichmuller

空間上に拡張することができるが,こ のときは,1),2)

のほかに,更 に仮定をつけ加えなければ (一例をあげれ

ば lim sup llθNII≦|lθ。||<十∞)主張は成り立たない。

第二種微分への拡張の場合も同様である.

注意.計 量的連続性に関しては,一 般のリ
ーマン面上

の Abel微分に対しても自然に定義を拡張することができ,

種々の変分公式を導くための足がかりとなる(cJ.口0]一

[13]など).

最後に応用として,一 つの非分離単純閉曲線Cに 対し

対応する正則周期再生微分 θc,.の二乗がcに homotopic

な閉軌道をもつようなR∈Tg全 体の集合 Scを 考える。

(Scは単連結領域である。)かかるR∈ Scに 対してはそ
の

幾何学的特徴からθc.Rは
~意 的に定まるTど.2上の点 R′

の第二種基本微分と自然な対応がつくが,か かるRか ら

Rlへの対応をFlとする。また実部,虚部がそれぞれθc,R

の構造の cに関するtwtting,pinchingを示す ScからU=

{Imz>0}へ の函数とすると,F― (Fl,F2)はSCか らT8■2

×U上 への同相写像であることがわかる。

この写像 Fは Schifferによるハンドルをつける変分(cJ.

[14])の
一般的記述を与えていて,cの みをnOdeとしても

つようなTgの 境界点の集合上まで拡張された Fに よる

位相は正規微分等の計量的連続性と深く関連して
いる。

([15])。
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24.竹 腰見昭 (京大数理研)擬 凸領域での弱消滅定理

と弱有限性定理

″ をn次元複素多様体,Xを ″上の相対コンパクトな

領域とする。

定義。次を満たす時,Xを 擬凸境界 ∂Xを もつ領域と

いう。1)∂Xの 近傍 yと y上 の C∞―函数 pが 存在して

X∩ y一 {p<0}かつ ∂χ tt dpキ0を満す.2)aXの 任意

の点 zに対し,zの 近傍 υでυ∩Xが スタィンであるも

のが存在する。この時次が成立する。

定理・1)″はケーラー多様体で B`″ は″上の正則

直線であって,X=χ u∂Xの 近傍で非負かつコンパクト

集合κttXを 除いて正とする。この時,制 限写像 frP(″,

Q(BΘ Kx))→HP(χ Q(BΘ Kx))は自明である。

2)B`″ は上と同様とし,∂Xの 近傍で正とする:この

時,制 限写像 ぽ (M,Q(BΘ κx))→ダ (X,Q(BΘ κx))の

像は有限次元である.(p≧1かつ 1)においてχは連結と

する.)

25。上田哲生 (京大 。理)正 則写像の iteratiOnに関

する一定理

Xを 2次元複素多様体,Tを Xの 正則自己同型写像,

p。∈Xを Tに よる不動点とする。pOの周りの局所座標

系(2,り),(2(p。),"(20))=(0,0),に よって Tは

|」I沼三議労■π≧::ti:二∫サは)i
ただし,o<lbl<1,α 20キ0,の 形をとるとする。

このとき,D={p∈ X IT'(n=1,2,…)は点pの周りで

p。に一様収束する}とおくと,D上 の正則函数夕とψがあ

って,写 像 (9,ψ)は Dか らC2の上への双正則写像を与

える。さらに夕は函数方程式 FT(p)=9(p)+1を みたす。

単射正則写像 ″:C→ Xで ″(o)一p。,Tχ (ζ)=χ(bζ)を

みたすものが存在する(Poincar6)が,「 一χ(c)は うの

境界に含まれる。また,9(2)=cで 与えられる曲線を「c

とおくと,Re(c)→ +∞ のとき,「cは'に 広義一様収束

する。

26.西 村保―郎 部 分多様体において縮J 的ヽな,正 則

自己同型

Xを 党次元複素多様体,yを その余次元πの連結閉複

素部分多様体,7:X→ Xを yの 各点を不動にするXの

正則自己同型とする.ρ∈yに おける Tの 関数行列の
ly

に横断的な方向の固有値 λl(2),…,λ"(p)が夕のまわり

の卒標に依らずに定まるが,∀ ρ∈Ll≦ ∀ブ≦πに対し

てlλ J(p)|<1の時,7は yに おいて縮小的と言おう。こ

の時,yの 近傍の座標系を適当に取り,そ れにより, T`

を標準的に表わすことを問題とする。π=πの時, y=

{p}のまわりで,Tが c'の 多項式自己同型の形に書け

るという結果(Lo Rdck)のπ≦π-1へ の拡張という訳

である。π=1,2の 場合の結果を述べる.応用として,

次の2つの1対 1正則写像 j:C2→C2の存在がわかる.

(1)■軸の近傍 」を適当に取ると,J(C2)⊂c2_フ: 9)

jは :κメーχ′exp JJ(■)σ ズπ)は C2で正則:プ=1,2)と

書けて,j(C2)キc2,j(c2)⊃ {κ軸:y軸 }.

27。近藤誠造 (京府大生科)C2における固有面の配列

の構成についての一注意

以前に単位円盤2つの直積領域での固有面の配列のい

くつかの例の構成について発表した。今回はそれらがC2

においても構成できることを注意する。構成法は西野 [J.
MathoKyoto U面v。1968]による(FatOu―Bたberbachの写像

を使う)方法をnOn analy●cの配夕1にも適用するものであ

る。結果 :C2においてそれぞれ次の性質をもつ固有面の

配列 Sが 構成できる.こ こでΣ は Sの 固有面いくつか

の和として表わされる固有面とする。

例 1.Sは Σ 上の各点で nOrmal性がやぶれる。

例 2 . Sは C 2でn O r m a lでc 2 _Σ で a n a l y t i cだがΣ

上の各点の近傍で連続なパラメーターが入らない。

例 3.Sは C2で 1。ally analytたで C2で g10balな連続

開写像な函数がS上 で存在できるがC2で g10bal meromo―
rphicな函数は S上 に存在できない.

23.古 島幹雄 (九大 。理)Polynomial automOrphism

of finite order in c2

次の問題が肯定的であることを示す。「gを C2の位数n

<+∞ の多項式自己同型とする。その時,適 当な多項式

自己同型により,gは 線型変換に共役とできる」:証明は

nが素数 pの ときを示せば,一般の場合はそれに帰する.

gの不動点集合をKと し,d:一 dimRKとおく,(i)d-2

のとき。Kは Cと 同型な非特異代数曲線となる。あとは,

鈴木の結果を用いる:(||)d=0のとき`G:=<gた ;0≦

ん≦p-1>と し, c2/Gの minimal normal cO轟pact化 をX

とし,A:一 X―C2/Gと おく。 西野―鈴木の結果より,

Aは 7つの型に分類される.Aの 管状近傍の境界の基本

群が ZPであることに注意すると,Aの グラフは 准―彗
…―  (max{nl,n2,nO}≧o, ●～Pl)Kodaira Spencer

により,c2に g=不 変な(0,1)型又は(0,2)型の多項式
の存在が分かる。あとは,若 林,斎 藤の結果を用いる。

29.吉 岡恒夫 (奈良女大 。理)評 価を伴う正則面数の

拡張
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整函数に関する1948年の L8ontev氏の結果(π
=π -1)

と1979年の西村保一郎氏の結果(π=1,π :任意)を ,

1980年秋の学会で報告した cohomology with boundsの定

理を用いて一般化する。

定理.Ω :Cn内 正則域 ;Φ :Ωの多重劣調和函数のあ

る条件をみたす族 ;Fl,...,Fπ :Ωの正則函数 (1≦π

≦π);X:Fじ の共通零点集合 ;g:X上 の正則函数とす

る。あるα,β,γ∈Φに対し,次 の 3条件

IF`|≦θ
α
  (j-1,...,π );

I J F l∧…∧d F " |≧c ~β" X ;

lgl≦θ
γ ∽ X

が成立つものと仮定する。この時,Ωで正則な函数 Gで

Glχ一g,IGI≦ θ
9j"Ω をみたすものが存在する。ただし

夕はgに よらないΦの元である。

位数有限の整函数を扱う場合はΦ
一{C(lzlρ+1)lc:co

nst≧1}とする.一 般領域にも有意のΦがある.

31.斉 藤紘子 (阪府大)特 殊型の二変数有理函数

P2における有理函数をRと する。(Rの 不定点の集合

をeと しπ:Sa→ Saを Saの 正規化とするとき, Saの

種数が0,π
~1(e)が
n個 の点からなるとき,Saは (0,n)

typeという。)(値 aに 対して R― a=0で 与えられるP2

の曲線の既約成分 Saを 素な面という。)Rの ほとんどす

べての素な面が(o,n)typeのとき,Rを (o,n)typeと ぃ

う。n-1,2の とき,特 殊型という。ここに(0,1)typeの

函数が決定される。Rを 原始的とすると,二つの typeの

いづれかである.Rの 重複度の高い面は,① 高々
一つ,

②丁度二つ.① は(0,1)typeの多項式となり,② はそ
の

重複度の最小の函数は,(yχ
4_2y2■2+2■3+y3_2″ +1)2/

(y_"2)5でぁる。
一般にこの Rに 対して,不 定点

一つの

(0,2)typeの随伴函数をつくることによって,重 複度を

下げることが出来,そ の最小が上の函数である.

31.平 井悦子 (京産大 。理)Sur la fOnction caract6

ristique de la fonction partiellemcnt elliptique

π平面の領域△とy平面 Cと の直積領域に有理型函数

∫(・,y)が与えられており,△ の
一般な点にχを固定する

とノ(・,y)が yの 楕円函数になるとする。このとき,∫(κ,

y)が楕円函数になるようなπに対応するその楕円函数
の

モジュール 9(■)は 解析接続によって△全体で高々有理

型函数になる。逆に△で有理型な任意の函数 9(1)を 与

えれば,一 般なκで 9(″)をモジュ
ールにする楕円函数

∫(・,y)が χとyの有理型函数として作れる。以上
が主な

結果である。

32.山 口博史 (滋賀大教育)開 リ
ーマン面の動きの同

値性について

Dは ,△ × C仏 4 1‖
引<ム L C =制 <∞ D上

の被覆領域,Dの 境界 ∂Dは 実解析的,Z∈ △上の D及

び ∂Dの 部分を各々 D2,aDzと 書く。Dは 位相的に△×

(DoU∂D。)に同値と仮定し,κ〒2p+c-1(p:D。 の種数,c

:境界要素の数)と置く.∂Dが △×∂D。(resp.Dが両面

擬凸状,resp.Dが擬凸状)の 時, D∈ (F)(resp。 (L),

resp.(L拿))と呼ぶ.明 に(F)⊂(L)⊂(L・).D∈ (F)に

対し,zに 関して非定数分岐面の(分岐度をこめての)数

をπと記す。

次が言える :(1)D∈(F),2π<χ ならば,任 意の D∈

(L・)s.t.D2～2鼻S Riemam surfaces for∀χ∈△, は

常にDに 解析的に同値 :D=D~。 (2)D,D~∈ (F),Dz～

Dz fOr∀Z∈△,且 つ π十箭<2κ
-2な らば Dtt D。尚,

π十所=2χの時に反例有り。(3)D=肥 1(D(κ
),△(κ))を 多

様体 M一 U△
(・)上の,D(お

)∈(L)の作るholomorphcfamily

とする。もしMが 単連結で且つ楕円型と仮定すれば

Dは 直積に解析的に同値 :D=M× D:マ

33.濃 野聖晴 (福岡教大)Polyanalyic functionsの分

離正規族の正規性について

JIZ)=∫(21, ″̈ Zπ)をπ次元複素空間 C'の領域
Dで

定義された関数とする.∫(2)が実2π変数の関数として

畑 醜 鮒 分可能Q :発 事 判 は十 ち→ をみた

すとき,(π l,・・・,ππ)一p01yanalytic fmctbnという。T.

Nishino[J.Math.Kyoto Univ.4 No.2(1965),255-282]

は 「c2の領域で定義された正則関数の族が各変数毎に正

規であれば,正 規である。」ことを示した

本講演の目的はこの定理をPolyanalytたfunctbnsの 族

に拡張することにある。すなわち,定 理 :Fを C2の 領域

D× Gで 定義された polyanalytic functionsの族で次の (a)

(b)をみたすものとする。(a):各 z∈Dに 対して,Fは G

で正規,(b):各 "∈ 6に 対して,Fは Dで 正規である。

このとき,Fは D× Gで 正規である。

34.高 瀬正仁 (九大 。理)内 分岐域の正則包の新しい

構成法

内分岐域の正則包はこれまで Ro lwahashi, H.Kerner

等によって幾何的方法で構成されているが,こ こでは解

析接続の視点からの構成法を与える。そのために,多 変

数解析接続の代数特異点の概念を正確に記述する。また
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同じく解析接続の視点から,内 分岐域の有理型包も一挙
に構成できることを示す。

35。高瀬正仁 (九大 ・理)正 則函数の局所系につぃて

座標系 (2)つきの複素 Euclid空間C・の単葉域δとδ上
の有限個の正則函数の順序づきの系lJl一lJ。,ノ1,...,ノた)

との組 ((Jl,δ)を 正則葉といい,正 則葉の集まりΣを正

正則函数の局所系という。ここでは,ま ず,内 分岐域の

正則包は特殊な型の局所系として把握されることを示す。

次に,「parameterの局所変換とそれに伴う解析接続」を

行なうことによって,完 備局所系と言われる特殊な型の

局所系が得られるが,そ れは解析函数の g10balを姿を与

えていると考えられることを示す。

36.城 戸 清 (久留米大付設)Regularな被拡領域の

Stein性につぃて

Kaliwaraは2次 元 Stein多様体Sの 部分領域Ωが,0
でない行列 Bに 対して,B―regularであれば,Ωは Stein

である事を示した。ここでは,上 の結果を S上 の被拡領

域 Ωに一般化したい。

37.柿 並健次 (日向学院),城 戸 清 (久留米大付設),

谷 春 ― (塩野義製薬)PalamadOv―Shigaの 問題につい

て

Kajiwaraは2次元 Steh多様体の部分領域Ωに対して

岡の原理が成立すれば,Ω は steinであることを示した.

Shgaは Grauertの定理の逆が成立するかと云う,問 題

を提起している.更 に,Palamadovも Punctured polydisc

に対して,岡 の原理が成立する刀`と云 う問題を提起して

いる。これらの問題について,若 干の注意をしたい.

38.望 月 望 (東北大 ・教養),荷 見守助 (茨城大 ・理)

Fei6r―Riesz不等式とその高次元擬等角正則写像への応

用

単位円板上での Ftter―Rieszの不等式とその等角写像
への応用は周知であるが,こ れらの高次元への単純な拡

張を試みる。定理 1.B一 {z∈C・:|lzll<1}をπ次元超球,

Lを 0を通るCπ内の実超平面,∂B及 びL上 の面積素 を

dσとすれば,任 意のノ∈ぽ (3)(0<p<∞ )に 対し,

∫Ё∩」Л■σ≦:LB『“肝 司ル0,但し
"∈C',‖ω ll-1はR22で Lと直交するベクトルである。

定理 2.F一 lJl,...,∫2)が百から C・の中への正則な

位相同型写像で,K≧ 1に対し||∂F/∂2ぉ||≦Kldet JFIを

満たすとする。但し,JFは Fの複素JacObi行列である。

このとき,Fに よる像の 2"_1次 元体積について次が成

立つ :vOl(F(B∩ L.))≦
;K22.(1+(22_1)α K)ン

2vol(F

(∂B)).但 しL.={z=(21,¨ 。,2.)∈C・:Imz,一 o}; 0

≦αK<1は K~4●=(1_α K)2■
-1(1+(2"-1)α

К)を満たす。

Lぇを一般の Lで 置きかえるときは,Kの 代りにK(1+

(22-1)αК)ン
2を
使う。

39.鈴 木正昭 (富山大 。理)Holomorphic curvature

of intrinsic metrics            ・

B.WOng(PrOc.Ao MoS.65)は複素多様体上のFinsler

metncが class c2でぁるときその正則曲率を定義してい

る。 しかしながらCarathёOdOry meticやKobayashi met_

Hcは 一般には連続または上半連続でしかない。ここで

は上半連続なFinsler metricに対し正則曲率を別のやり

方で定義しなおし,WOngと 同じ結果がえられることを

示す。命題.複 素多様体 Mが C―hyperbolicならば C―me

t五cの正則曲率S≦-4.K―hyperbOlicならば KObayashi me―

tがcの正則曲率S≒-4。その他応用として Burbeaのgene―
ralized 10wer Hessianとの関係についてのべる。

40。東川和夫 (富山大 。理)nOrmal i algebraの

admissible form:こついて

(G,j)をnOrmal i―algebraとする(cf.Pyatestkii ShapirO,

GodOn and Breach,1969,P.51)。 (G,j)の admissible fOrm
ωに対して〈X,Y〉ω:一ωDX,YIは Gの Hermite内積を

決める。N:一[G,Gl,A:=(<,>ω に関するNの 直交

補空間)とする。r:=dimAを (G,j)のrankという。Nの

root空間分解を次のとおりとする :N一jA+B+jB+C,

jA一雇l Neた,苗m Nεた
-1(ん=1,¨。,r),B一Σ  N(εた_εゎ/2,

C =忍 Nεた/ 2にのときXλ∈Nεたで Xぉキ0 , D Xた, Xた] =文ぉ

となるものが一意に決まる.(G,1)か ら定義されるSiegel

領域をS,<,>ω から定義されるS上 の invariant Ktthl―

er metricをhωとする。

定理。(|)ω∈G・はωlB+JB+c=0, ω(Xた)>0を みたせ

ば常にadmissibleである.(1)ω∈G・をadmissibleとした

ときhωはω(x.)の値だけで決まり,次 は同値 :(al hω

は Bergman metricに相似,(b)hωは Einstein,(C)(ω(Xl),
・̈,ω(Xァ))は(bl, ・̈,b7)と相似。ただし,bた:=(Trace

(ad iXん―i ad Xぉ))/2・

41.西 野利雄 (九大 。工)2次 複素多様体上の com―

pact curve O hdOmorphic familyに つぃて

Mを 2次元の複素多様体,Vを Mの 完全内部にある領

域,Lを 複素平面上の単位円とし,解 析写像 π:V→ Lが

- 9 -



Vで compact curveのholomorphic familyを定義している

とする.JθをLの θ方向の半径 :re",0≦ r<1と し,

Fo一π
~1(ι
θ)とする。このとき区間 I=10,2司 に高々測

度 0の集合 eが あって,θ∈I―eな らば,Fθは nOmal

familyになる.

42.西 野利雄 (九大 ・工)ある種の compact curVeを

含む 2次元複素多様体について

2次元複素多様体 Mに ある種の条件を満たす cOmpact

curve Cがあれば,Cの 近傍にCを 含む compact curve

の holomorphic familyが存在することはよく知られている。

ここでは先に述べた事実を使って,こ の familyをMの 完

全内部ではどこ迄も延長することができることを示す。

このことは Mが compoctなとき,又は擬凸状なとき,上の

ような Cが あれば M全 体で有理型な函数または正貝Jな

函数が存在することを意味する。

43.宮 嶋公夫 (鹿児島大教養)正 則写像の対数的変形

について

X,Yを 複素多様体 (X:コンパクト),Cを Xの simple

ncDrmal crosshg subvariety,f:X→Yを 正則写像とする。

定義。3つ組(X,C,ノ)の対数的変形族とは,次 の性質

を持つ 5つ 組 (■,c,Φ,π,T)を言う.(1)(■
―c,π,C,π,T)

は (X―C,X― C)の対数的変形族。(2)(■,Φ,Π,T)はY

への正則写像ノの変形族.

3つ組(X,C,/1の対数的変形の特性類空間は Hl(χ:Lc)

となり,次 の存在定理が成立する.但 し, Hl(■:Lc)は

複体 Lc:ο→0,(logc)=rO′→οに関する'次 hyperco=

homologyを表す。

定理.任 意の 3つ組(X,C,∫)に対し, その対数的変形

の倉西族が存在する。そのパラメ
ータ空間は,あ る正則

写像 h:Hl(■ :Lc)⊃ ∪→ H2(π:Lc)の 核 として実現

される。特に,ノが非退化の場合は,倉 西族は universal

族である。

44.宮 嶋公夫 ・坪井昭二 (鹿児島大教養)通 常特異点

の equisingular変位について

Wを 3次元コンパクト複素多様体,Sを 通常特異点の

みを持つW内 の超曲面とする。Sの W内 での equisingu―

lar変位に関し, Sが W内 で semi―regularの場合には

sm∞thなパラメータを持つ effect市ely prametrizedな極

大族の存在が小平により,.更に
一般に,universal族の存

在が難波により示されている。ここでは,正 則写像の対

数的変形族を利用して effectively parametrizedなШiver―

eral族が構成できる事を示す :適当なモノイダル変換の

列 σ:W=W2→ Wユ→Wに より,D=σ
l(S)は simple n。

rmalcrossingとできる.

命題。Sの W内 の equisingular変位の関手と,(命 ,D

σ)の対数的変形の関手は同型

この命題により, 3つ組 (W,D,σ)の 対数的変形に関

する存在定理より,次 の存在定理が導かれる.

定理。Sの W内 での equisinguler変位の effectively pa

rametrizedなuniversal族が存在する.

45.鈴 木正彦 (筑波大数学)Normal forms of quaSihO―

mogenecDus functions with inner modality equal to five

Arnol'dの分類に続いて imer modality=2,3,4の 孤立

臨界点をもつ quasihomogeneous functionsを分類 した(In_

ventiones Math.55,1979)。ここで inner modality=5の

分類 を与える.次 の命題が keyで ある。

命題.孤 立臨界点をもつ qusihomogen∞us functbn fに

対 して,inne r  m o d a l i t y ( J l≦5な らば,cor a n k (∫)≦4で ,

かつ inne r  m o d a h t y ( D一mで ある必要十分条件は ♯{(11,

. . . , i . )∈NおIΣ i J r J≦d - 1 } = m .但 し, k = C o r a n k (ノ)か

つ d一k-2Σ  r,とする.

定理.inner modehty-5の quas■omogeneous functおns

は次で与えられる:E36,E37,E38,J34,W27,W29,W30,Z33,

Z35,Z36,Z37,N26,N28,Q32,Q34,Q35,Q36,S26,S23,S29,U%,

U24,V滉, 嗜`̀ ,V島,V:l,V::,016,020,021,022・この記号は

Arnol'dのものに準ずる.

46。大柳茂樹 (筑波大 。数学)A ThecDrem for Ma対
―

many Elllptic Singularities

ここでは,弱 楕円型特異点(V,p)を考える.Lauferは,

最小楕円型特異点によって幾何種数
-1の ゴレンスタイ

ン特異点を特異点除去の双対グラフから判定した。最近,

Yauは,こ の拡張として,双対グラフの elliptic sequence

を用いて,最 大楕円型特異点を導入,こ れが,ゴ レン
ス

タインである事を示した。elliptたsequenceは, 可 縮な

curves Bl,¨.,B′と, 夫 々の基本サイクル達で構成され

る。(V,p)が最大楕円型のとき終項 Bιは,最小楕円型に

プロー ・ダウンされる.(Vι,pι)を Bιをプロ
ー・ダウン

して出来る特異点とする。(因に,こ れらも,総 て,弱 楕

円型である).今 回,次 を報告する。元の(V,p)が 最大

楕円型特異点であるならば,(Vし,pι)も総て,最 大楕円

型,即 ち,ゴ レンスタインである。
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特 別  講  演

難波 誠 (東北大 。理)一 次系の変形論と曲線の射影
同値類

§1.曲 線の射影同値類の集合

Prを γ次元複素射影空間とする。7》2と して P7内の
reduced, irreducible curve Cがnon_degenerateとは,  ぃ
かなるhyperplaneにもCが 含まれない事を意味する。雨`d
をPr内の degree d,(non_singular modelの)genus gな

るnOn―degnerate curves全体の集合となる.い かなるg,
d,rに対し, この集合が空でないか,と 言うむずかしぃ

問題が生ずるが,こ こでは,そ れにはふれない。Cl,C2

∈N:,dに対し,Clと C2が射影同値,Cl～ C2, とは,P'
の自己同型 b∈Aut(Pつが存在して,b(Cl)一C2と なる

こととする。Nttd一雨:d/～とおく.我 々の最初の目的は

g》1の時,Nldに cOmplex spaceの構造を入れることで

ある。このことは,古 典的には,Severi[5]あたりに見

られるが,我 々の方法 14]は,一 次系の変形論による.

§2.一 次系の変形論

Tを complex spaceとし,{Vt}tc Tを compact cOmplex

ma面fddsの(複素解析)族とする。{Ft}t∈Tを,そ の上の

hne bundlesの族とする。r》oを固定して,Grを comple

te hnear systeml Ftlのγ次元 linear subsystems全体のな

す Grassmann vanetyとする。(diml Ftl<なら空集合。)
Gr=∪ tG:(dis,oint uniOn)とおく.こ の時 Grは complex

spaceとなる。局所的には,Kodaira_Spencer―Kurani―

shi型変形論で構成し,そ れをpatch upするのである。

自然なprOper holomOrphic map Gr→Tが 生ずる。

§3.COmplex space M:,。

1l g》2の時 .Tg,{Vt}tc Tg,「gをそれぞれ,genus g
の cOmpact Riemann面の Tethmuller space,Teiclmuller

family,Teichmuller mOdular群とする。7》0を 固定して,

put

G`(Vt)={Vt上 ,苗m=r degree dの hnear systems},

F ` ( V t ) = { G ` ( V t )の元で,■x e d  p o i n tをもつもの} ,

Gια=U,cTg G`(V,),(disjoint union)。

F:d=U,cTg F,(Vt),(dis,oint uniOn).

この時, §2に よって,G`(V3),G:α は,c9mplex sp

acesになり,FE(V2),F:こ は,そ れぞれの cOmplex subs

pacesとなる。(例えば,Gι (V2)は,Vrのd_th symmetric

productと自然にbih010morphic。また,GLこ は,非特異で

dimensiOn-2d+2g-5。)「gは自然にGld Fヽ:αに actし

ているが, この actionがproperly discOntinuousである事
が容易にわかる。商空間 Mttα―(G:こヽFid)/「gは,com_
lex spaceとなる.こ れは,集 合としてはgenus gのcO_

mpct Riemann tt Vと,vか らPrへの non―degenerate ho

10mOrphic map f of degree dのpair(V,f)の
`集
合
'を
同

値関係で害1ったものと同一視される。ここに,fが ■On_

degenerateとは,image curve f(V)がnOn―degenerateと

なることで,

degree tt f=(dego f(V))。(mapping deg.f:V→f(v))
また,(vl,fl)と(V2,f2)ごeq■VJent,(vl,fl)～(V2,f2),
とは,双 正則同型 a:vl二 V2と ,b∈ Aut(Pr)が 存在し
て,f2・a~b・flとなることとする。

さて,r》 2と して,こ のような(V,f)の 同値類のうち
fの image curve f(V)への bratiOnal map f:V→ f(V)を

与えるようなもの全体は,Mldの (Zanski)。pen setを

なし,こ れが, § 1の N ttdと自然に同一視される。こ

のようにして,Nttdに ,cOmplex spaceの 構造が入れら

れる。

なお, 自然な ho10mOrphic map

π:M二 d → Mg~Tg/「 g

がある。ここに,Mgは ,genus gの cOmpact Riemann面

の moduh spaceで ある。その点 t(mOd「 Dで の fiberは,

(G6(V.)、Fg(v3))/Aut(v3)と 同一視される.

2:g=1の 時,こ の場合の Mlぁ Nlこ の構成は極め

て容易である.結 果を言ぇば,MIdは ,次 元が(r+1)

(d-1-r)+1の cOnnected nOrmal cOmplex spaceとなり,
N raは, その(Zanski)open subspaceと なる。

自然な, surieCtiVe ho10mOrphic map

π:Mrd → Ml=H/「 1

が存在する。(Hは 上半平面,「1=SL(2,Z)/± 1)3:g
-0の 時,一 般には,M&ぁ N&αは,Hausdorff space lこ

すらならない。これは,困 った事であるが,逆 に言えば

Rケ内の有理曲線をしらべるのは,む ずかしぃが,す こぶ

るおもしろい事を示しゅんしている。実際,r-2と して
「平面有理曲線は,ど んなものがあるであろうか,特 異

点の形は?」は,困 難で興味深い。

飯高―上野―浪川 12]を参照.

注.cOmpact cOmplex mamfOlds間の h010mOrphic maps

の変形論は,堀川[1],宮嶋 [3]により(その局所理論が)
完成されたが,我 々の観点 14]は彼等のと,若 干ことな
る。

§4.π :Mi4 → Mlの fibers

かくて, cOmplex spaces M農ぁ N:α (g>1が 構成 され
たが, これはあくまでもgeneral theoryであって,こ れだ

けでは,Prに いかなるcurvesがあるのか,少 しもわから

ない。今,特 別の場合として,g-1,d-4,r=2 と し
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て,π :Mi,4 → Mlの 各 fibcrの各点を調
べよう。このこ

とはすなわち,

{degree 4の plane elliptic curves}/～

を調べることになる。ここで用いられる手法が,あ る程

度,一 般の場合にも適用されるのではないかと期待す
る。

§5。 Abelian varietiesの場合

今までの事を,曲 線でなく,高 次元の varietiesの場合

に拡張しようとすると,い くつかの点で,tj・ずかし
い障

害に出合う。しかし,Abelian varietiesにかぎると全て

がうまくゆく。

Defo P7内の n次元 nOn_degenerate,reduced,irreduci―

Ыe variety Xが
`Abelian variety'of type△―(dl…。,d2)

(dJ》1)とは,Abelian variety(通常の意味の)Vと
bira_

tional map f:V‐→Xが 存在して,Xの け"rplane cutを

fで引きもどしたVの divisorの決めるline bundleの
Che

rn classの単因子が dl,...,dπであること.   ‐

(この Def.におけるVが unique up tO biholomorphisms

であることに注意.)

このような X全 体の集合をIIと する。これの2元 Xl,

X2が射影同値 (Xl～X2)とは,b∈ Aut(Pr)が 存在して,

b(Xl)一X2となること.Put Af=西 :/～.我 々は,Afに

(§3の 2°とほぼ同様の方法で)complex spaceの構造を

入れうる。
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